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献 呈 の 辞
森章教授は,2003年1月 に満70歳 を迎えられ,2003年3月 末をもって明治大学商
学部を定年退職されることになりました。先生と学問的交流のある諸先生の執筆によっ
て,こ こに,『明大商学論叢』の記念号を刊行することができました ことはまことに
喜ば しいことであります。
先生は,明 治中学校,明 治高等学校を経て,1955年 に明治大学商学部を首席で卒
業されました。さらに明治大学大学院に進学され,修 士課程修了 と同時に,明 治大学
商学部の専任助手に就任され,そ の後,専 任講師,助 教授を経て1969年 には教授に
就任 されました。この時代は経済的にもまた社会的に も激動の時代でありました。先
生はこうした時代の潮流のなかにあって,常 に,学 問研究のあり方を真剣に考え,そ
の成果をわれわれに提示 してこられました。そうした先生の情熱あふれる講義は,学
生のなかでもっとに有名な講義 となっておりま した。
森先生は,明 治大学商学部における管理会計論を担当されなが ら,学 内においては,
副学生部長,大 学院委員,大 学院商学研究科委員長,商 学部産業経営学科長および商
学部長の要職を歴任され,明 治大学ならびに商学部の教育研究の充実に大き く貢献さ
れました。 また,学 外においては,会 計理論学会会長,比 較経営学会理事長,比 較経
済体制学会監事,さ らに英国バー ミンガム大学の名誉上級客員研究員 として内外の学
界で会計学研究の発展に尽力されました。
先生は,戦 後,日 本における社会主義会計研究の中心的な役割を果たしてこられた
武田孟先生ならびにその成果を継承された恩師松尾憲橘先生のご指導の下,社 会主義
う
におけ る会計 に関す る研究 を深 め られ ま した。 そ してその膨大 な研究成果 が,学 位論
文 「現代社会主義 の会計構造 に関す る研究』 と してま とめ られ,1983年11月 に,明
治大学 よ り商学博 士の学位が授与 され ま した。 その後 も,先 生の研究意欲 は衰 え るこ
とな く,2002年9月 には大著 『ロシア会 計の歴 史 と現 代 」 を刊 行 され ま した。 本書
は先生 の ご研究 の集大成 と もいうべ き もの であると同時に,わ が国の会計研究者 にとっ
て も貴重 な財産 ともい うべ きもので あ ります。会計 の果 たす社会 的な役割が あ らため
て問 い直 されてい る今 日,先 生の ご研究の成果 はわれわれに とって 「導 きの星」 とも
いえ ます。
商学部教授会一 同は,先 生の長年 にわたるご功績 に対 して敬意 と感謝の気持 ちをこ
めて,「 明大商学論叢」 を 「森章博士 古稀記念号」 として編集 い た しま した。 こ こに
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謹んで先生に献呈する次第です。
終 りに,先 生が今後 とも末永 くご健勝で過ごされますことを祈念いたします。
2003年1月 吉日
商学部長 鈴 木 義 夫
